
 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和８年６月１８日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 北九州市八幡東区山王２－１９－１ 

氏 名     株式会社奥村組 九州支店 

執行役員支店長 町田 義文 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号    ０９３－６７１－３１３１ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和６年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 長崎県（長崎市・佐世保市を除く） 管轄内事業場 

事 業 場 の 所 在 地 長崎県（長崎市・佐世保市を除く） 管轄区域内 

事 業 の 種 類 04 建設業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和７年４月１日 ～ 令和８年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １０４３．８２ｔ 全 処 理 委 託 量 １０４３．８２ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
９４６．４０ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１０４３．８２ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 
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(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



（ 産業廃棄物の種類：ガラス・コンクリートおよび陶磁器くず）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩全処理委託量 8.4

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

8.4

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

項目 実績値

①排出量 8.4

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

8.4

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

8.4

8.4

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

  令和 8年 5月 19日 

 

長崎県知事 殿 

 

提出者                     

住 所 長崎県大村市西三城町124番地       

氏 名 大村市上下水道事業管理者 原 慶一郎   

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0957-53-1116             

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 7年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  大村浄水管理センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県大村市松山町565-1 

事 業 の 種 類  3631 下水道処理施設維持管理業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 令和7年4月1日 ～ 令和8年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 別紙-1①のとおり ｔ 全 処 理 委 託 量 別紙-1⑤のとおりｔ 

自ら再生利用を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙-1②のとおり ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙-1⑥のとおりｔ 

自ら熱回収を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―   ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙-1⑤のとおりｔ 

自ら中間処理により減量した 

産 業 廃 棄 物 の 量 
別紙-1③のとおり ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
―   ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 

別紙-1④のとおり ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

―   ｔ 

※事務処理欄  

(日本工業規格 Ａ列４番) 



（ 金属くず・ガラスくず ）
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⑪
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計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

5.7 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 5.7 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 5.7 5.7

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 蛍光灯 ）
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① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.0 0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 0.0 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 廃プラスチック ）

② ⑧
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⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
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計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.875 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.875 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.875 0.875

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面
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計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.9 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.9 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.9 0.9

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2.2 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 2.2 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2.2 2.2

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

92,700 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

4,453
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 92,700 92,700 4,453 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

88,247 0 88,247
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 4,453 4,453

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

4,453 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ しさ・沈砂 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

133 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 133 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 133 133

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 廃脱硫剤 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

17.4 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

17.4
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 17.4 0 0 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 17.4 17.4

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

17.4 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 長崎市竹の久保町20番9号
氏 名 加藤産業株式会社   ′

代表取締役 カロ藤 博試
電話番号 09卜86←7321(本社 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処
理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年 5月 29日

長崎県知事 平田 研 殿

095753-9818(県 央工場 )

加藤産業株式会社 生コン事業部 県央工場事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市今村町52-3

事 業 の 種 類 窯業製品製造業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
2026年4月 1日 ～ 2027年 3月 31日

目標値

1,000t

1,000tOt

Ot

Ot

Ot

t

t

t

項 目

全 処 理 委 託 量

目標値

1,000t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

排   出   量

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立処 分又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

6 ヽ9
(日本



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 )

実績値

″島 丁

項 目

①排出量

② +③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により減

量 した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処予早委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

⑩の うち再生利用

業者への処理委託量

⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処ユ早碁話量

⑬

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

③

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

⑩の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

自ら中間処理 した後

再生利用 した量

③

量 した量り

自ら中間処理によ

⑦

自ら中間処理 した

の

⑥

自ら直接

再生利 用 した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処′万`した量

③

し

自ら中間処理

④

った量を

④のうち熱回収

⑤

排  出  量

ノ沙も岳ク´
①

有 償 物 量

不要物等発生量

（削

Ｎ
副
）



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )
(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和7年度
の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 平田研 殿

令和 8年  6月 メB 日

提出者

住 所
長崎県佐世保市白木町3番 18号

氏 名 (法人にあつては名称及び代表者の氏ネ】

株式会社 上滝 佐世保支店

常務取締役支店長  山崎 洋樹

電話番号
0956-23-3311

事 業 場 の 名 称 株式会社 上滝 佐世保支店

事 業 場 の 所 在 地 長崎県佐世保市白木町3番 18号

事 業 の 種 類 06:総合工事業

令和7年4月 1日 ～令和8年 3月 31日 まで
産業廃棄物処理計画における

計画期間

目標値 項 目 目標値

2,600.00 t2,600.00 t 全 処 理 委 託 量

0.00 t 0.00 t

0.00 t 2,600,00 t

0.00 t 0,00 t

0.00 t0.00 t

排   出  量

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

ヌ9ま 回 以外の

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量する
産業廃乗物の量

認定熱回収業者への

処理委託量

海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

熱回収を行う業者への

処理委託量

※事務処理欄

19(日 本工業規格



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : コンクリートがら )

(単位 :t)

↑

↓

Шθ)うち
優良認定処理業者へ

て
')

処理委託量

①
0.00

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

⑫   H.25

実績値

11.25

0.00

0.00

0.00

0.00

11.25

0.00

11.25

0.00

0,00

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

①十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0,00
③

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

11.25
⑩

ら中間処理した

後の残さ量

0.00

間処理ら

により減量した量

0.00
⑦

再生利用した量
ら直接

0,00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

中間処理した量
ら

0.00

回収つ

を行つた量

0.00
⑤

有 償 物 量

排 出 量

11.25
①

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0.00
⑬

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

⑭   O,00

（削
Ｎ
引
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : アスコンがら )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0.00
⑫

実績値

0,00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭ 再生利用業者への

処理委託量

① 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

優良認定処理業者へ

`′

)

処理委託量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00
⑥

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

0.00
⑩

間処理したら

後の残さ量

0.00

自ら中間処理
により減量した量

0.00

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00

中間処理した量
ら

0.00

④のうち熱回収
を行った量

0.00

再生利用した量

ら

0.00

有 償 物 量

排 出 量

0.00
①

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

⑬   O.00

熱回収を行う業者への

0.00

（韻
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : その他がれき類 )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

⑫   O.00

実績値

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

0.00

0.00

0.00

0.00

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00
③

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

0.00

優良認定処理業者ヘ
の

処理委託量

0.00
①

自

後の残さ量
間処理し

0.00
⑥

自ら中間処理
により減量した量

0,00

再生利用した量
自ら

0,00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら

中間処理した量

0.00
④

④のうち熱回収
を行つた量

0,00

有償物 量

排 出 量

0.00
①

不要物等発生量

⑩のうち

熱回収認定業者への

処理委託量

0.00
①

熱回収を行う業者への
熱回収認

0.00
⑭

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : ガラスくず及び陶磁器くず   )

(単位 :t)

↑

↓

自ら中間処理した後
再生利用した量

0,00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

16.70

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

①   O.00

自ら中間処理した

後の残さ量

0.00
⑥

自ら中間処理
により減量した量

⑦   O.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら

中間処理した量

0.00
④

を行った量
うち熱回収

⑤   O.00

自ら直接
再生利用した量

0.00
②

有 償 物 量

排 出 量

16.70
①

不要物等発生量

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

16.70
⑫

冥績恒

16.70

0.00

0,00

0.00

0.00

16.70

0.00

16.70

0.00

0.00

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0.00
①

熱回収を行う業者への
熱回収認

0.00
⑭

（韻
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック類 )

(単位 :t)

↑

↓

⑩のうち
優良認定処理業者ヘ

σ)

処理委託量

①
0.00

0.00

直接及び

自ら中間処理した後の

処理委託量

27.09⑩

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00
⑥

自ら中間処理
により減量した量

0.00

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら直接
再生利用した量

0,00

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00

自ら

中間処理した量

0.00

④のうち熱回収
を行つた量

⑤
0.00

有 償 物 量

排 出 量

Q)     27.09

不要物等発生量

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

⊂)      27.09

実績値

27.09

0.00

0.00

0.00

0.00

27.09

0.00

27.09

0.00

0.00

ヨ

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

① 熱回収認定業者への

処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

項

熱回収を行う業者への

⑭   O.00

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0.00
⑬

（削
Ｎ
尉
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 金属くず )

(単位 it)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

⑫   H.98

実績恒

11.98

0.00

0.00

0.00

0.00

11.98

0.00

11.98

0.00

0.00

∃

①排出量

②十⑥ 自ら再生利用
を行つた量

⑥ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

① 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

項

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0.00
⑬

量

熱回収を行う業者への
熱回収認定業者

0.00
⑭

11.98

優良認定処理業者べ
0)

処理委託量

①   O.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

後の残さ量
ら

0.00

間処理ら

により減量した量

0.00

0.00

中間処理した量
ら

0.00
④

④のうち熱回収
を行つた量

⑤   O.00

再生利用した量

0.00

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

有 償 物 量

排 出 量

①   H.98

不要物等発生量

（消
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 建設汚泥 )

(単位 :t)

↑

↓ ⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0.00
⑬

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

0.00

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

優良認定処理業者ヘ
の

0.00

ら中間処理した

後の残さ量

0.00

間処理ら

により減量した量

0.00
⑦

自ら直接
再生利用した量

0,00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00
③

中間処理した量

0.00
④

を行つた量
回

0.00
⑤

有 償 物 量

排 出 量

0.00
①

不要物等発生量

⑩のうち
再生湘1用業者への
処理委託量

0.00
⑫

実績値

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

項 目

①排出量

②+⑧ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

① 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収を行う業者への
熱回収認定業者

0.00

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 紙くず )

(単位 :t)

↑

↓

①のうち
再生利用業者への
処理委託量

⑫   2.07

実績値

2.07

0.00

0.00

0.00

0.00

2.07

0.00

2.07

0.00

0.00

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への

処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

0.00
⑬

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

2.07

優良認定処理業者ヘ
の

処理委託量

①   O.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00
①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00

0.00

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00

自ら中間処理
により減量した量

再生利用した量

ら直接

0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0,00
③

自ら
中間処理した量

0.00

④のうち熱回収
を行つた量

0.00

有 償 物 量

排 出 量

2.07
①

不要物等発生量

鯉りて′

'つ

ろ

熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

0.00
⑭

（削
〕
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 木くず )

⑩のうち
再生利用業者への
処理委βiヒ量

②
4.24

(単位 :t)

↑

↓ ⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

⑬
0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00
⑥

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00
③

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

⑩   4.24

優良認定処理業者ヘ
(7)

処理委託量

0.00
①

自ら中間処理した

後の残さ量

0.00

間処理ら

により減量した量

0.00

再生利用した量

0.00
②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00

中間処理した量
ら

0.00
④

を行つた量

0.00
⑤

有 償 物 量

排 出 量

4.24
①

不要物等発生量

冥―頼恒

4.24

0.00

0.00

0.00

0.00

4.24

0.00

4,24

0.00

0.00

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行った量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収を行う業者への

処理

0.00
⑭

（削
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃石膏ボード

(単位 :t)

↑

↓

⑩で
')う
ろ

熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

⑭
0.00

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0.00
⑫

実績イ直

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

0.00

0.00

0.00

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用
を行った量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への

処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

④熱回収認定業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

④   O.00

⑩   O.00

優良認定処理業者ヘ
σ)

処理委託量

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0,00

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

した間ら

後の残さ量

0.00

により減量した量
中間処理

0.00

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③   O.00

中間処理した量
ら

④   O.00

再生利用した量

0.00
②

④のうち熱回収
を行つた量

0.00
⑤

有 償 物 量

排 出 量

0.00
①

不要物等発生量

（削
］
剛
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 混合(管理型含む) )

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

⑫
39,65

(単位 :t)

↑

↓

実績値

39,65

0.00

0.00

0.00

0.00

39.65

0.00

39.65

0.00

0.00

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収認定業者
熱回収を行う業者への

量

⑭   O.00

39.65

優良認定処理業者ヘ
0)

処理委託量

0.00
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00
⑥

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

ら中間処理した

後の残さ量

0.00

自ら中間処理
により減量した量

⑦   O.00

再生利用した量

0,00
②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.00

自ら

中間処理した量

0,00

④のうち熱回収
を行つた量

0.00
⑥

有 償 物 量

排 出 量

廻D      39.65

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

⑬   O.00

（削
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 石綿含有廃棄物(安定型) )

(単位 it)

↑

↓

⑩のうち
再生利用業者への
処理委託量

0,00
⑫

実績値

0.00

0.00

0,00

0,00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

項 目

①排出量

②十③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩ 全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫ 再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

熱回収を行う業者への

0.00
優良認定処理業者へ

て,)

処理委託量

①   O.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

000③

直接及び
自ら中間処理した後の
処理委託量

0.00

ら中間処理した

後の残さ量

⑥   O.00

間処理ら

により減量した量

0.00

自

再生利用した量

0.00
②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0,00
③

中間処理した量
ら

0.00
④

を行つた量
うち熱回収

0.00

有 償 物 量

排 出 量

0.00
①

不要物等発生量

⑩のうち
熱回収認定業者への
処理委託量

⑬   O.00

（削
Ｎ
剛
）



(第 3面 )

備 考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した
目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の産業廃乗物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げ
る量を記入すること。

(1) ①欄  当該事業場において生じた産業廃乗物の量

(2) ②欄  (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄  (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄  (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄  (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6) ⑥欄  自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄  (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ③欄  (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄  (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄  中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄  (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12) ⑫欄  (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を
記入すること。

6 産業廃乗物の種類が2以上あるときには、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業
廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第 1面 )

氏 名 九州アサノ生コンクリートエ索4ネ下伐々・ユ
代表取締役社長  中 島 履塾

7
廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和″年度の産業廃棄物処

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8年 5月 8日

長崎県知事   平田 研  殿

電話番号   092-474-9977

理計画の実施状況を報告します。

提出者

住 所 福岡県福岡市博多区住吉四丁目3番2号

九州アサノ生コンクリートエ業株式会社 時津工場事 業 場 の 名 称

長崎県西彼杵郡時津町久留里郷1522番地事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類 21窯業・土石製品製造業

θ
月1日～令不節年3月 31日
7

令禾日籐 4
産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

目標値目標値

900t900t

OtOt

OtOt

OtOt

Ot

8

項 目

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画における目標値

※事務処理欄

排   出   量

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類: コンクリートがら  )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0

自ら中間処理した

後の残さ量

④のうち熱回収
を行つた量

0

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

自ら直接
再生利用した量

排出量

①   1018.77

有償物量

不要物等発

実績値

101877

0

0

0

項 目

①排出量

②キ③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面)

備考

1

2

3

翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した日標値を記入すること。

第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(跡 ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(勧 ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

僻)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(O⑤欄 他)の量のうち、熱回収を行った量

“

)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

仔)⑦欄 他)の量から0の量を差し引いた量

(勧 ③欄 皓)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

⑬)⑨欄 0の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(1働 ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(H)①欄 (1い の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量

(lD ⑫欄 (l① の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(1勧 ⑬欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(10⑭欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

4

5

6

7



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

考】不日8乍卜 cが 7 日

長崎県知事 平田 研 殿

提出者

住 所 長崎県松浦市志佐町白浜免字開発 2091番
1     氏 名 九州電力株式会社 松浦発電所長 白須 イ環一管

(法人にあっては、名称及び代表者り 徹烙 )

電言舌番号  (0956)72-1241

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 7年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

九州電力株式会社 松浦発電所事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県松浦市志佐町白浜免宇開発 2091番 地 1

事 業 の 種 類 電気業 1発電所 (火力発電所)

令不日8年  3月 31日令不日7年  4月  1日産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

別紙のとおり別紙のとおり

別紙のとおり別紙のとおり

別紙のとおり別紙のとおり

別紙のとおり別紙のとお り

項 目

排   出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

別紙のとおり

目標値

別紙のとおり

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者
^の

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

…

※事務処理欄

(日本産業規格

aG 営iチ



祀の (産業廃棄物の種類:燃えがら )

実績値

9,894110

972.000

0000

0000

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

972.000②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量排出量

9,894.110①

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



|

の (産業廃棄物の種類 : ばいじん )

実績値

379,099220

150,349.880

0,000

01000

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

①排出量

222F41?イ ら

|1lL

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

156,349.880②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

379,099.220

排出量

不要物等

／一／βノ
府

′
ノ
体

か
た

一

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類:汚泥 )

実績値

2,994.560

0.000

0000

11543440

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち梨回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者令の処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

1393.12

自ら中間処理によ
り減量した量

1543.44

自ら直接
再生利用した量

0,000②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

2,994.560①

不要物等発生

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:廃油 )

実績値

0000

0.000

0000

0.000

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0,000②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.000①

不要物等発生

ち́弓ちら

（
第

２
面

）



計 画の
~夫
距状況 (産業廃棄物の種類:廃プラスチック   )

実績値

225142

0.000

0000

0.000

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0.000②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

①   225.142

不要物等発

之Z!テ
ー
r之

（
第

２
面

）



尺況の (産業廃棄物の種類 :金属くず )

①のうち再生利用
業者谷の処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0.000②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

①

排出量

26.335

不

実績値

26.335

0.000

0000

0.000

項 目

⑦排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量  `
⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



i,ji:の (産業廃棄物の種類: ガラスくず・陶磁器くす)

0000

0000

実績値

0312

0.000

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量 〕「
イ2

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0.000②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.312①

不要物等発

う.毛
′
2

（
第

２
面

）



六況の (産業廃棄物の種類:木くず )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0.000②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.200①

不要物等発生

実績値

0200

0.000

0000

0000

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量     

―

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

長崎県知事 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

 産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

(日本産業規格　Ａ列4番）

4,208.40

0.00 3,886.93

0.00 4,207.94

事 業 場 の 名 称

（第1面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

住 所

氏 名

電話番号

処理計画の実施状況を報告します。

令和8年5月20日

福岡県福岡市中央区渡辺通4-10-10

株式会社熊谷組　九州支店

執行役員支店長　山下　正治

092-721-0011

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄物

株式会社熊谷組　九州支店

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

項目 目標値 項目 目標値

福岡県福岡市中央区渡辺通4-10-10

06　総合建設業

令和7年4月1日～令和8年3月31日

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

排 出 量 全 処 理 委 託 量4,208.40

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 棄 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00 0.00

0.00 0.00



汚泥） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

23.10

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

23.10

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

23.10

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

23.10

23.10

⑭

0.00

23.10

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

23.10

23.10



廃プラスチック類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

127.75

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

127.75

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

127.75

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

127.75

102.55

⑭

0.00

127.75

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

127.75

102.55



紙くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

9.45

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

9.45

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

9.45

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

9.45

8.70

⑭

0.00

9.45

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

9.45

8.70



木くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

273.63

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

273.63

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

273.63

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

273.63

242.83

⑭

0.00

273.63

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

273.63

242.83



繊維くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

1.02

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

1.02

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1.02

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

1.02

1.02

⑭

0.00

1.02

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1.02

1.02



金属くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

17.74

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

17.74

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

17.74

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

17.74

17.74

⑭

0.00

17.74

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

17.74

17.74



コンクリート片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

2,832.12

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

2,832.12

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

2,832.12

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

2,832.12

2,670.06

⑭

0.00

2,832.12

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2,832.12

2,670.06



アス・コン片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

2,682.10

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

2,682.10

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

2,682.10

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

2,682.10

2,682.10

⑭

0.00

2,682.10

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2,682.10

2,682.10



その他がれき類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

78.76

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

78.76

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

78.76

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

78.76

78.02

⑭

0.00

78.76

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

78.76

78.02



建設混合廃棄物（安定型）） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

3.38

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

3.38

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3.38

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

3.38

0.00

⑭

0.00

3.38

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

3.38

0.00



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



















様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8年 6月 30日

長崎県知事 平田 研 殿

提出者

住 所

氏 名

福岡市博多区博多駅東2-7-27

五洋建設株式会社 九州支店
執行役員支店長 矢ケ部 恭弘
092-475-5485電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 7年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 五洋建設株式会社 九州支店

事 業 場 の 所 在 地 福岡県福岡市博多区博多駅東2丁目7番27号

事 業 の 種 類 建設業・総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間 令和 7年 4月 1日 ～令和 8年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における日標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 500t 全 処 理 委 託 量 500t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
100t

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t
再生利用業者への

処 理 委 託 量
480t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら埋 処分 又 は 認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t t

※事務処理欄
ー

(日 本産業規格 A列 4番 )



兄の (産業廃棄物の種類 : 汚泥 )

実績値

140

0

0

0

0

140

49

140

0

0

項 目

①排出量

②十⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑫ 14.0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

4.9

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

14.0

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

有償物量

14.0

排出量

①

不要物等発生量

（
第

２
面

）



画の ( 産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック   )

実績値

203

0

0

0

0

203

2

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

20.3

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.0①

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

20.3①

不要物等発生量

（
第

２
面

）



計画の : (産業廃棄物の種類 : 木くず )

実績値

163

0

0

0

0

163

35

163

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

16.3⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量16.3

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

3.5
①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

①

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

排出量

16.3①

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



計画の : (産業廃棄物の種類: 力
Ⅲ
ラス・コン・陶磁器くず )

実績値

30

0

0

0

0

30

0

0

0

0

項 目

①排出量

②十⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

3.0

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量排出量

3.0①

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



計画の : (産業廃棄物の種類 : 廃石膏ボード   )

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

廼

①のうち再生利用
業者への処理委託量

2.0
⑭

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

2.0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

2.0①

不要物等発生

実績値

20

0

0

0

0

20

0

20

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



罵施状況の (産業廃棄物の種類 : コンクリートがら  )

実績値

16189

0

0

0

0

16189

740

16189

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1618.9⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量1618.9

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

74.0①

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

1618.9①

不要物等発生量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類 : 混合 (安定型のみ))

実績値

146

0

0

0

0

146

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

14.6

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら中間処理した

後の残さ量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

14.6①

不要物等発生

（
第

２
面

）



記の (産業廃棄物の種類 : 混合 (管理型含む))

実績値

16

0

0

16

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

1.6

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

1.6
①

有償物量

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



記の (産業廃棄物の種類 : 石綿含有 (がれき類))

実績値

01

0

0

0

01

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑫

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

0.1

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③
0.1

有償物量

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1

2

3

翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における日標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に

記載した目標値を記入すること。

第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)から(10

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

他)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 他)の量のうち、熱回収を行った量

(D⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(η ⑦欄 但)の量から皓)の量を差し引いた量

(勧 ③欄 (Dの量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(働 ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(lω ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(H)①欄 (といの量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (1い の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(1働 ①欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(10⑭欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者ヘ

の焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値

を記入すること。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産

業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

4

5

6

7


